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昭
46 

商
⍆ 

５
年
ぶ
り
に
制
限
な
く
自
由
に

交
流
で
き
た
６
月
の
総
会
に
お
い

て
、
会
⾧
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
大

谷
と
申
し
ま
す
。
10
年
以
上
の

校
友
会
代
議
員
の
任
期
終
了
を
控

え
て
お
役
御
免
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
度
は
思
い
も
よ
ら
ず

我
孫
子
稲
門
会
の
会
⾧
と
い
う
大

役
を
仰
せ
つ
か
り
、
重
責
に
身
震

い
す
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
継
続

的
な
会
員
数
減
少
と
い
う
大
き
な

課
題
を
食
い
止
め
、
会
の
継
続
、 

    

さ
ら
に
は
発
展
を
目
指
し
て
、
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。 

 

記
録
に
よ
り
ま
す
と
、
２
０
０

０
年
の
設
立
時
に
１
１
２
名
だ
ỵ

た
会
員
数
は
、
２
０
０
７
年
に
２

８
３
名
と
僅
か
７
年
で
２
・
５
倍

以
上
に
増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
翌
年
か
ら
は
ほ
ぼ
毎
年

減
少
を
続
け
２
０
２
４
年
に
は
１

４
０
名
と
最
大
時
の
半
分
以
下
に

減
少
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
原
因
は
高
齢
化
や
ご
逝
去

に
よ
る
退
会
、
校
友
会
の
よ
う
な

任
意
団
体
へ
の
加
入
意
識
の
変
化
、

さ
ら
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
同
好
会

を
初
め
と
す
る
会
合
の
制
限
な
ど

で
集
ま
る
機
会
の
減
少
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
継
続
的
な
減

少
を
何
と
か
歯
止
め
を
掛
け
た
い

の
で
す
。 

具
体
的
に
は
月
並
み
で
は
あ
り

ま
す
が
、
先
ず
は
既
存
同
好
会
活 

動
の
活
発
化
や
新
規
分
野
の
追
加 

   

に
よ
り
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が

気
楽
に
参
加
で
き
る
機
会
の
増
強 

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

手
始
め
に
ワ
セ
オ
ケ
(
早
稲
田
交

響
楽
団
)
な
ど
レ
ベ
ル
の
高
い
ア

マ
チ
ἁ
ア
オ
ổ
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

や
能
楽
な
ど
を
ご
家
族
と
一
緒
に

楽
し
む
芸
術
を
愛
好
す
る
会
(
仮

称
)
の
設
立
を
検
討
中
で
す
。
次

に
総
会
で
重
点
施
策
と
し
て
提
案

し
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
ホ
ổ
ム
ペ

ổ
ジ
の
開
設
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
だ

け
で
な
く
ス
マ
ホ
か
ら
も
簡
単
に

閲
覧
や
投
稿
を
可
能
に
し
て
会
員

相
互
の
情
報
共
有
と
交
流
活
発
化

を
図
り
、
更
に
非
会
員
の
市
内
居

住
校
友
へ
の
窓
口
と
し
て
働
き
か

け
を
強
化
し
、
会
員
数
の
増
強
を

計
ỵ
て
参
り
ま
す
。 

 

上
記
に
あ
げ
た
活
動
が
効
果
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
会
員
の
皆
様

の
積
極
的
な
参
加
が
必
須
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

何
卒
ご
協
力
を
賜
り
た
く
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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令
和
６
年
度
我
孫
子
稲
門
会
定

期
総
会
は
、６
月
22
日(
土
)午

後
１
時
か
ら
イ
ト
ổ
ヨ
ổ
カ
ド
ổ

我
孫
子
南
口
店
３
階
、
ア
ビ
イ
ホ

ổ
ル
で
開
催
し
た
。 

  

会
員
の
み
で
開
催
し
た
第
一
部 

 
                  

   

の
総
会
に
は
44
名
が
出
席
。
白

戸
章
雄
会
⾧
が
議
⾧
を
務
め
、
３

件
の
議
案
を
審
議
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

議
案
１
、
令
和
５
年
度
事
業
報

告
、収
支
決
算
、監
査
報
告
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
３
年
間
の
自
粛

期
間
を
経
て
、同
好
会
を
は
じ
め
、

様
々
な
活
動
の
再
開
が
報
告
さ
れ 

                   

た
。
議
案
２
令
和
６
年
度
事
業
計

画
、
収
支
予
算
で
は
、
会
員
相
互

の
情
報
共
有
と
市
内
校
友
へ
の
情

報
発
信
の
強
化
を
目
的
に
、
重
点

事
業
と
し
て
ホ―

ム
ペ
ổ
ジ
の
整

備
と
そ
の
た
め
の
予
算
計
上
が
提

案
さ
れ
た
。(
決
算
、予
算
は
左
表
、

ホ
ổ
ム
ペ
ổ
ジ
事
業
の
概
要
は
次

頁
)。 

 
 

議
案
３
役
員
改
選
で
は
、
２
期

４
年
間
会
⾧
を
務
め
ら
れ
た
白
戸 
                   

会
⾧
が
退
任
さ
れ
、
新
会
⾧
に
副 

会
⾧
の
大
谷
光
弘
氏
を
、
海
老
原

美
宣
幹
事
⾧
に
代
わ
り
新
幹
事
⾧

に
は
、
吉
田
哲
氏
を
選
任
す
る
案

が
提
案
さ
れ
た
。(

役
員
一
覧
は
次

頁
)。以
上
３
件
の
議
案
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。 

  

第
二
部
の
市
民
公
開
講
演
会
に 

                   

は
、
会
員
に
加
え
、
５
年
ぶ
り
に 

お
迎
え
し
た
大
学
や
近
隣
稲
門
会

の
来
賓
12
名
、
市
民
53
名
の 

計
１
０
９
名
が
参
加
。 

当
会
監
査
役
で
弁
護
士
の
木
野 

綾
子
氏
が
講
師
と
な
り
、「
元
裁
判

官
の
弁
護
士
に
よ
る
『
高
齢
者
の

財
産
管
理
』」を
演
題
に
講
演
会
を

行
ỵ
た
。 

(
講
演
会
の
内
容
は
、
５
面
に
掲

載
) 

                   

第
一
部 

総 

会 

▼
▼ 

令
和
␿
年
度
総
会
報
告 

▲
▲ 

収入 金額 支出 金額

会員募集費用 1,092

総会開催費用 261,749

新年会費用 179748

企画事業費 -

会報発行費 13,355

部会補助 10,000

支部活動費 18,000

交際費 111,394

通信費 41,871

事務費 60

会議費 10,770

交通費 1316

事務用消耗品費 2,629

寄付金 50,000

合計 668,008 合計 701,984

前年度繰越金 678,126 特別勘定繰入（30周年記念事業） 50,000

収入合計 1,346,134 次年度繰越金 594,150

収入 金額 支出 金額

会員募集費用 -

総会開催費用 380,000

新年会費用 190,000

企画事業費 30,000

会報発行費 20,000

部会補助 20,000

支部活動費 38,000

交際費 120,000

通信費 45,000

事務費 5,000

会議費 15,000

交通費 10,000

事務用消耗品費 10,000

寄付金 50,000

ホームページ作成費用 250,000

合計 98,008 合計 1,183,000

前年度繰越金 594,150 特別勘定繰入（30周年記念事業） 50,000

支出合計 1,233,000

次年度繰越金 359,158

152000

祝い金        -

令和5年度収支決算
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

新年会会費

企画事業会費         - 

年会費 378,000

総会会費 138000

受取利息等　　　　　 8

企画事業会費 30,000

祝い金 100,000

令和6年度収支予算　
令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

総会会費 315,000

新年会会費 175,000

年会費 378,000

支部補助金    - 

受取利息 8

収入合計 1,592,158

第
二
部 

公
開
講
演
会 
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懇
親
会
は
、
大
谷
光
弘
新
会
⾧

の
挨
拶
、
そ
し
て
ご
来
賓
の
早
稲

田
大
学
千
葉
県
地
域
担
当
課
⾧
鈴

木
努
氏
、
早
稲
田
大
学
校
友
会
千

葉
県
支
部
副
支
部
⾧
で
流
山
稲
門

会
会
⾧
高
橋
孝
志
氏
か
ら
の
ご
挨

拶
の
後
、
会
員
で
能
楽
師
の
深
津

紘
氏(
昭
42
法
)が
謡
曲「
高
砂
」

を
披
露
し
会
場
の
雰
囲
気
を
一
気

に
盛
り
上
げ
、
瀧
日
明
監
査
役
の 

                 
 

 
 

乾
杯
の
音
頭
で
ス 

タ
ổ
ト
し
た
。 

 

今
年
度
は
５
年 

ぶ
り
に
ビ
ἁ
ỿ
フ 

ỽ
形
式
で
開
催
し 

た
こ
と
か
ら
、
各
テ
ổ
ブ
ル
を
囲

み
歓
談
の
輪
が
広
が
ỵ
た
。 

 

最
後
は
、
吉
田
哲
新
幹
事
⾧
の

指
揮
の
も
と
参
加
者
全
員
で
「
都

の
西
北
」
を
熱
唱
、
盛
会
の
う
ち

に
会
を
終
了
し
た
。 

                   

                              

         
   

令
和
６
年
度
の
目
玉
事
業
と
し

て
我
孫
子
稲
門
会
ホ
ổ
ム
ペ
ổ
ジ

(
以
下
Ｈ
Ｐ
)
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
個
人
に
情
報
・
更
新

が
集
中
し
て
Ｈ
Ｐ
の
継
続
が
困
難

と
な
ỵ
た
周
辺
稲
門
会
Ｈ
Ｐ
の
反

省
を
踏
ま
え
て
、
会
員
皆
様
の
協

力
を
も
ỵ
て
維
持
継
続
で
き
る
形

を
整
え
る
事
で
Ｈ
Ｐ
の
充
実
を
目

途
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
Ｈ
Ｐ
を
通
し
て
新
規
会
員

の
増
加
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま

す
。 さ

る
８
月
25
日
に
専
門
業
者

と
キ
ỿ
ク
オ
フ
ミ
ổ
テ
ỻ
ン
グ
を

お
こ
な
ỵ
た
と
こ
ろ
、
新
規
会
員

の
増
加
、
会
員
交
流
の
活
性
化
の

為
に
は
、
現
会
員
の
皆
様
の
一
層

の
交
流
の
活
性
化
と
そ
れ
を
Ｈ
Ｐ

に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
お
手
伝

い
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。(
具
体
的

に
は
、
同
好
会
毎
に
バ
ナ
ổ
を
立

ち
上
げ
、
こ
ま
め
な
更
新
を
お
願

い
致
す
こ
と
と
な
る
か
と
思
い
ま

す
。) ま

た
、
外
部
検
索
エ
ン
ジ
ン
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
を
増
や
し
て
、
交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
く
事
も
模
索

中
で
す
。 

一
例
と
し
て
、
匿
名
を
前
提
に 

 

Ａ
表 

学
部
⽇
卒
業
年
度 

Ｂ
表 

卒
業
年
度
⽇
業
界 

Ｃ
表 

学
部
⽇

業
界 

の
マ
ト
リ
ỿ
ク
ス
を
作
成
、

維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

交
流
の
輪
を
広
げ
一
助
と
す
る
事

も
考
え
て
お
り
ま
す
の
で 

皆
様
に
は
、
紙
ベ
ổ
ス
で
ア
ン
ケ

ổ
ト
に
ご
協
力
願
う
こ
と
と
な
る

か
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
を
も
ỵ
て
市
内
在
住
・
早

稲
田
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
枠
を
少
し
緩
め

て
、
早
稲
田
大
学
・
我
孫
子
市
に

関
心
を
持
ỵ
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い

く
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

第
三
部 

懇
親
会 

ホームページを立ち上げ 

幹事長 

吉田 哲 

個人情報保護の見地から 

マスキング 
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我
孫
子
稲
門
会
は
、
活
動
実
績

の
面
で
県
下
で
も
有
数
の
稲
門
会

で
す
。
私
は
令
和
２
年
の
６
月
に

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
書
面
議
決
と

い
う
異
例
の
方
法
で
会
⾧
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
コ
ロ
ナ

禍
は
収
束
せ
ず
、
令
和
４
年
、
５

年
は
総
会
こ
そ
開
催
し
た
も
の
の
、

一
定
の
ブ
レ
ổ
キ
を
か
け
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
春
の

六
大
学
野
球
で
、
早
稲
田
が
慶
應

に
圧
勝
し
、
勝
ち
点
５
で
完
全
優

勝
を
遂
げ
、
６
月
の
総
会
で
は
今

ま
で
の
就
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、「
都

の
西
北
」
を
高
ら
か
に
歌
う
こ
と

が
で
き
、
溜
飲
が
下
が
ỵ
た
思
い

で
す
。 

       

一
番
の
心
残
り
は
、
会
員
数
の

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
令
和
５
年
に
は

50
歳
代
、
60
歳
代
の
市
内
在

住
の
校
友
３
０
０
名
の
方
々
に
入

会
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
数
名
の

方
々
が
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

今
後
も
万
策
を
駆
使
し
て
働
き
か

け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
 

70
年
近
く
前
の
、
私
が
中
学

１
年
の
頃
の
は
な
し
で
す
。
ヒ
マ

を
持
て
余
し
て
い
た
悪
ガ
キ
が
７
,

８
人
で
、
ど
こ
か
へ
遊
び
に
行
こ

う
か
と
い
う
話
に
な
り
、
話
し
合

い
の
結
果
、
成
田
の
宗
吾
霊
堂
に

行
く
こ
と
で
衆
議
一
決
。
霊
堂
に

着
き
、
ひ
と
通
り
遊
ん
だ
あ
と
、

み
ん
な
で
お
み
く
じ
を
引
き
ま
し

た
。
幸
か
不
幸
か
、
私
は
「
吉
」

を
引
き
当
て
、
67
歳
ま
で
生
き

る
と
あ
り
ま
し
た
。
仲
間
の
一
人

は「
凶
」を
引
い
て
し
ま
い
、
37

歳
ま
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
と
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
が
た
い
へ

ん
。
秋
の
夕
陽
を
背
に
、
彼
は
す

ỵ
か
り
肩
を
落
と
し
、
悄
然
と
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
帰
り
の
電
車

の
中
で
も
し
Ỹ
ん
ぼ
り
で
す
。 

 

私
は
こ
の
９
月
に
82
歳
。
人

並
み
に
何
度
か
病
気
も
し
ま
し
た
。 

             
今
年
度
幹
事
⾧
に
推
挙
さ
れ
ま

し
た
吉
田
哲
で
す
。
昭
和
59
年

理
工
学
部
建
築
学
科
卒
で
す
。 

 
 

去
る
６
月
の
総
会
で
も
お
話
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
厄
年
と
い

う
の
は
役
年
の
こ
と
と
い
う
説
が

あ
り
、
“

年
齢
的
に
順
番
だ
よ

“
と
い
う
思
し
召
し
か
と
微
力

な
が
ら
お
受
け
す
る
こ
と
と
致
し 

モ
ノ
忘
れ
は
あ
る
も
の
の
、
夕
方

に
は
酒
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。「
凶
」

を
引
き
当
て
た
彼
は
、
私
以
上
に

元
気
で
、野
良
仕
事
に
精
を
出
し
、

す
ỵ
か
り
日
焼
け
し
た
顔
に
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
す
。 

 

彼
も
私
も
こ
れ
で
十
分
。「
富
ナ

リ
」
で
す
。 

       

ま
し
た
。
引
き
続
き
会
員
皆
様
、

殊
に
、
前
役
員
の
方
々
の
ご
協
力

を
仰
ぎ
神
輿
の
上
の
飾
り
の
レ
ベ

ル
で
は
あ
り
ま
す
が
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

本
来
、
実
務
の
中
心
で
旗
を
振

る
立
場
と
は
思
い
ま
す
が
お
目
こ

ぼ
し
く
だ
さ
い
。 

現
在
、９
月
22
日
で
す
。９
月

27
日
に
は
、
日
本
の
新
し
い
総

理
大
臣
が
決
ま
り
、
11
月
に
は

ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
が
決
ま
る
大

き
な
節
目
の
時
で
す
。 

 
我
が
、
我
孫
子
稲
門
会
に
あ
ỵ

て
も
、
新
し
い
ホ
ổ
ム
ペ
ổ
ジ
を

立
ち
上
げ
、
こ
れ
を
運
転
し
て
い

く
こ
と
に
よ
ỵ
て
、
会
員
の
皆
様

の
益
々
の
交
流
の
発
展
、
新
会
員

の
獲
得
等
を
目
指
し
て
い
く
節
目

に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

現
在
は
、
七
十
代
ま
で
の
日
本

人
の
90
パ
ổ
セ
ン
ト
が
携
帯
電

話
を
活
用
し
て
デ
ジ
タ
ル
ワ
ổ
ル

ド
に
参
加
し
て
い
る
時
代
だ
そ
う

で
す
が
、
反
面
、
益
々
、
“

身
体

化
し
た
情
報
” 

が
希
薄
に
な

ỵ
て
い
る
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。 

 

土
地
に
根
差
し
た
情
報
、
直
接

会
ỵ
て
会
話
す
る
こ
と
で
理
解
す

る
情
報
量
は
、
無
意
識
で
す
が
膨

大
な
も
の
が
あ
り
、
私
達
の
判
断

や
意
思
決
定
に
大
き
く
影
響
す
る

も
の
で
す
。 

 

こ
こ
に
、
我
が
我
孫
子
稲
門
会

を
は
じ
め
と
す
る
地
区
稲
門
会
の

組
織
と
し
て
の
意
義
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

縁
あ
ỵ
て
、
我
孫
子
の
地
に
集

ỵ
た
私
達
も
、
土
地
に
対
す
る
経

験
に
根
づ
い
た
交
流
を
深
め
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。 

  

“
都
の
東
北 

我
孫
子
の
丘

に 

い
な
ら
ぶ
甍
は 

我
ら
が
宿

り
“ 

⍅
昭
40
政
経
⍆
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時
折
小
雨
の
パ
ラ
つ
く
梅
雨
の

半
ば
、
平
成
６
年
６
月
22
日
に

我
孫
子
稲
門
会
25
周
年
記
念
・

公
開
講
演
会
が
、
い
つ
も
の
イ
ト

ổ
ヨ
ổ
カ
ド
ổ
ア
ビ
イ
ホ
ổ
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
当
会
監

査
役
の
木
野
綾
子
さ
ん
。
木
野
さ

ん
は
平
成
６
年
早
稲
田
大
学
政
治

経
済
学
部
卒
業
後
、
平
成
９
年
に

は
裁
判
官
と
し
て
任
官
。
民
事
、 

        
    

  

刑
事
事
件
な
ど
を
担
当
後
、
平
成

22
年
に
は
弁
護
士
と
な
り
活
躍

さ
れ
、
本
年
の
春
に
は
第
一
東
京

弁
護
士
会
の
副
会
⾧
と
な
ら
れ
た

才
媛
で
す
。
講
師
の
経
歴
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
人
気
の
朝
ド
ラ
「
虎
に
翼
」

の
モ
デ
ル
で
日
本
女
性
初
の
弁
護

士
と
な
ỵ
た
三
淵
嘉
子
に
相
似
た

と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
ま
た
題
目

の
「
高
齢
者
の
財
産
管
理
」
と
い

う
差
し
迫
ỵ
た
身
近
な
テ
ổ
マ
の

た
め
も
あ
り
、
年
配
の
女
性
の
方 

が
多
く
参
加
さ
れ
、
１
０
９
名
の

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。 

 

木
野
さ
ん
は
、
ゆ
ỵ
く
り
と
滑

舌
の
良
い
聞
き
や
す
い
声
で
、
準

備
万
端
整
ỵ
た
映
像
を
駆
使
さ
れ
、 

具
体
的
に
財
産
管
理
の
留
意
点
に 

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。(
写
真
上
)

例
え
ば
高
齢
者
の
判
断
力
低
下
を

利
用
し
た
不
当
な
勧
誘
や
契
約

(
振
込
詐
欺
、
デ
ổ
ト
商
法
、
霊

感
商
法
、
不
必
要

な
大
量
販
売
等
) 

を
列
挙
し
な
が
ら
、

契
約
を
し
て
し
ま

ỵ
た
場
合
に
も
そ

れ
を
取
り
消
す
方

法
、
ま
た
家
族
と 

 
 

 

し
て
気
を
付
け
る

こ
と
な
ど
に
至
る
ま
で
懇
切
丁
寧

に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
や
が
て
関
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
相
続
税
や
終
活
へ
の

対
策
、
エ
ン
デ
ỻ
ン
グ
ノ
ổ
ト
や

遺
言
書
の
作
成
、成
年
後
見
制
度
、

任
意
後
見
制
度
と
は
ど
う
い
う
も

の
か
な
ど
、
ご
自
身
の
弁
護
士
活 

道
の
現
場
で
対
面
し
た
様
々
な
経

験
を
活
か
し
た
内
容
は
納
得
す
る

と
こ
ろ
多
く
、
来
場
者
も
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

終
了
後
、
何
人
か
の
方
か
ら
、

幾
つ
か
の
感
想
が
届
き
ま
し
た
。

「
大
変
役
に
立
ỵ
た
講
演
で
、
出

席
し
て
良
か
ỵ
た
と
思
い
ま
す
。

木
野
さ
ん
の
お
話
の
ペ
ổ
ス
も
声

の
ト
ổ
ン
も
聞
き
や
す
く
よ
く
分

か
り
ま
し
た
」
と
か
「
遺
産
相
続

の
控
除
額
が
３
０
０
０
万
プ
ラ
ス

一
人
８
０
０
万
円
と
い
う
こ
と
を

初
め
て
認
識
し
ま
し
た
」
等
々
。 

こ
れ
か
ら
老
齢
化
に
向
け
て
病

気
や
認
知
症
な
ど
の
不
安
を
抱
え

る
私
た
ち
は
、
ま
だ
ま
だ
人
生
百

年
と
い
わ
れ
る
時
代
を
生
き
抜
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の

木
野
さ
ん
の
講
演
会
で
得
た
示
唆

や
知
識
を
お
互
い
の
体
験
の
う
ち

に
生
き
る
知
恵
に
変
え
、「
各
自
の 

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
(
復
元
力
・
生
き

抜
く
力
)
を
信
じ
て
、
前
向
き
に

希
望
を
も
ỵ
て
年
を
重
ね
た
い
も

の
で
す
。 

◇ 
 

 

◇ 
 

 

◇ 
 

講
演
後
は
、
今
年
は
予
算
の
関

係
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
行

わ
れ
て
い
た
余
興
も
福
引
も
な
い

簡
素
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
深
津
紘
氏
の
途
中
退
席

の
お
詫
び
に
と
い
う
謡
曲「
高
砂
」

(
⾧
寿
を
寿
ぎ
、
平
安
な
世
を
愛

で
る
)
も
披
露
さ
れ
、「
は
な
膳
」

の
料
理
が
並
ん
だ
各
テ
ổ
ブ
ル
で

は
屈
託
の
な
い
歓
談
の
輪
が
広
が

り
、
和
気
藹
々
と
有
意
義
な
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

本
年
度
は
、
４
年
間
会
⾧
を
務

め
ら
れ
た
白
戸
章
雄
氏
か
ら
大
谷

光
弘
氏
に
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、

50
代
の
木
野
綾
子
さ
ん
の
講
演

も
好
評
で
頼
も
し
く
、
さ
さ
や
か

な
が
ら
25
周
年
記
念
に
相
応
し

い
集
い
と
な
り
ま
し
た
。ふ
と『
早

稲
田
の
栄
光
』
の
「
重
ね
来
し
歴

史
尊
く
、
承
け
継
ぎ
て
輝
く
早
稲

田
」
の
歌
詞
の
一
部
が
胸
に
迫
ỵ

て
き
ま
し
た
。 

     
  

平
成
６
年
早
稲
田
大
学

政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
卒
業
、

平
成
９
年
に
裁
判
官
と
し
て
任
官
。

東
京
、
土
浦
、
豊
橋
、
千
葉
の
各

裁
判
所
に
赴
任
。
平
成
22
年
に

千
葉
地
方
裁
判
所
を
最
後
に
退
官

し
、
弁
護
士
登
録
(
第
一
東
京
弁

護
士
会
)。
平
成
28
年
に
「
法
律

事
務
所
キ
ノ
ổ
ル
東
京
」
を
開
設

し
、
現
在
は
弁
護
士
７
名
体
制
と

な
る
。
得
意
分
野
は
相
続
、
労
働

事
件
(
経
営
)、
不
動
産
関
係
等
。

令
和
６
年
度
は
、
第
一
東
京
弁
護

士
会
の
副
会
⾧
及
び
日
本
弁
護
士

連
合
会
の
常
務
理
事
を
務
め
て
い

る
。
我
孫
子
市
白
山
在
住
。 

 

【木野綾子氏略歴】 
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▼
開
催
日 

令
和
５
年
11
月

24
日(
金
)午
前
11
時
30
分

Ộ
午
後
２
時 

▼
会
場 

 

ラ
ン
コ
ン
ト
ル 

▼
参
加
者 

片
倉
み
つ
子
・
佐
々

木
節
子
・
佐
藤
厚
子
・
田
中
由
紀
・

浜
崎
慶
子
・
村
上
智
雅
子
・
平
林

清
江 

(
７
名
) 

▼
特
別
参
加
者 

山
本
弘
之
・
海

老
原
美
宣
(
２
名
) 

▼
議
題 

・
参
加
者
の
自
己
紹
介 

・
早
稲
田
大
学
の
現
状 

・
学
生
の
支
援
(
大
学
グ
ỿ
ズ
を

買
ỵ
て
学
生
を
支
援
し
よ
う!

) 

・
我
孫
子
稲
門
会
会
員
数
の
推
移 

▼
資
料 

「
令
和
５
年
度
稲
門
会

女
子
会
参
加
者
・
特
別
参
加
者
名

簿
」 「

早
稲
田
大
学
グ
ỿ
ズ
の
パ
ン

フ
レ
ỿ
ト
」 

「
我
孫
子
稲
門
会
の
会
員
数
の

推
移
(
現
在
の
女
子
会
員
は
13

名
)」 「

支
部
だ
よ
り
」(
早
稲
田
大
学

校
友
会
千
葉
県
支
部 

第
15
号
) 

     ▼
叟
叉
叢 

女
子
会
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
の
た
め
開

催
で
き
ず
、
こ
こ
３
年
間
の
空
白

(
前
回
は
令
和
元
年
開
催
)
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、
５
年
度
は
無

事
開
催
の
運
び
と
な
ỵ
た
。 

そ
こ
で
、
今
回
初
め
て
の
試
み

と
し
て
、
海
老
原
氏
・
山
本
氏
の

お
二
人
に
特
別
参
加
を
お
願
い
し
、

有
意
義
な
お
話
を
拝
聴
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
ま
た
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
資
料
や
、
大
学
グ
ỿ
ズ
の
現

物
も
用
意
し
て
頂
い
た
。 

ラ
ン
チ
は
、
例
年
通
り
ラ
ン
コ

ン
ト
ル
さ
ん
心
づ
く
し
の
お
料
理

で
あ
ỵ
た
が
、
無
言
で
食
さ
ね
ば

な
ら
ず
、
こ
れ
は
残
念
な
こ
と
で

あ
ỵ
た
。 

食
後
は
、
コ
ổ
ヒ
ổ
と
お
菓
子

を
頂
き
な
が
ら
の
フ
リ
ổ
ト
ổ
ク

で
、
マ
ス
ク
を
付
け
な
お
し
て
の

お
話
会
と
な
ỵ
た
が
、
大
変
な
盛

り
あ
が
り
を
見
せ
た
。 

ま
だ
ま
だ
、
マ
ス
ク
と
縁
の
切

れ
な
い
、
コ
ロ
ナ
の
余
波
は
あ
る 

も
の
の
、楽
し
い
会
合
と
な
ỵ
た
。 

令
和
６
年
度
も
無
事
開
催
が
叶

い
、
会
員
個
々
の
親
睦
を
よ
り
深

め
ら
れ
る
よ
う
心
に
期
し
て
の
閉

会
と
な
ỵ
た
。 

皆
さ
ま
の
ご
協
力
誠
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

写
真
は
右
列
手
前
か
ら
村
上
智

雅
子
、浜
崎
慶
子
、片
倉
み
つ
子
、

佐
藤
厚
子
、
山
本
弘
之 

左
列
手
前
か
ら
田
中
由
紀
、

佐
々
木
節
子
、
平
林
清
江 

                 

                              

                              

 
食べ歩きの会 

 
大塚紀年 

☎  

 
囲碁会 

 
髙橋 実 

☎  

早稲田スポーツを 

応援する会  

 

実松靖之 
☎  

 
ゴルフ会 

 
杉本勝則 

☎  

カラオケ会 
 

 永田堅志郎 
☎  

同好会に参加しませんか 
 現在、我孫子稲門会には以下の同好会があ

り活発に活動しています。連絡先は次のとおり

です。気軽にお問合せください。 

平
林
清
江
⍅
平
19
文
・
科
目
履
修
⍆ 

 女子会 
   

村上智雅子  
☎  

麻雀会 
  

大塚紀年 
☎  

髙橋 実 
☎  

史跡巡り同好会 
 

田中由紀 
☎  
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令
和
６
年
年
６
月 

30
日 

千
葉
県
稲 

門
祭
が
東
京
ベ
イ
幕 

張
ホ
ổ
ル
で
開
催
さ
れ 

ま
し
た
。
第
一
部
は 

小
澤
隆
生
氏
(
前
ヤ
フ 

ổ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
⾧
)

の
講
演
。
演
題
は
「
事
業
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
Ộ
楽
天
イ
ổ
グ
ル
ス
、

PayPay

立
ち
上
げ
か
ら
考
え
る

成
功
の
ポ
イ
ン
ト
」
で
し
た
。 

 
 

 

大
学
卒
業
後
イ
ン
タ
ổ
ネ
ỿ
ト

に
賭
け
起
業
せ
ざ
る
を
得
な
か
ỵ

た
理
由
、
楽
天
が
プ
ロ
野
球
参
入

の
年
、
戦
績
は
リ
ổ
グ
６
位
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
興
行
成
績
が
１
位

で
あ
ỵ
た
理
由
等
す
べ
て
が
明
快

で
説
得
力
が
あ
り
、
参
加
者
も
前

の
め
り
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。
同 

氏
は
母
校
で
学
生
に
企
業
立
上
げ

の
指
導
も
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

今
後
ま
す
ま
す
早
稲
田
か
ら
起
業

家
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

第
二
部
は
支
部
⾧
、
校
友
会
代

表
の
挨
拶
に
引
き
続
き
田
中
愛
治 

総
⾧
の
挨
拶
。(
写
真
上
)
大
学
を 

 
         

ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
か
熱
く

語
ỵ
て
い
た
だ
き
、
頼
も
し
い
限

り
で
し
た
。
熊
谷
千
葉
県
知
事
も

多
忙
の
中
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。(
写
真
下
) 

最
後
は
応
援
団
指
揮
の
も
と
、

「
早
稲
田
の
栄
光
」「
早
稲
田
大
学

校
歌
」
を
全
員
で
斉
唱
し
、
エ
ổ

ル
を
高
ら
か
に
送
り
、
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
開
催
は
こ
れ
ま
で
の
秋

開
催
で
は
な
く
６
月
の
開
催
と
な

ỵ
た
こ
と
、
各
稲
門
会
は
自
分
た

ち
の
総
会
開
催
で
忙
し
か
ỵ
た
こ

と
等
の
理
由
で
例
年
よ
り
参
加
者

が
若
干
少
な
か
ỵ
た
の
が
残
念
で

し
た
。
当
我
孫
子
稲
門
会
か
ら
は

８
名
の
参
加
で
少
し
寂
し
か
ỵ
た

で
す
。
来
年
は
大
勢
で
参
加
を
い

た
し
ま
し
Ỹ
う
。 

 
 

                              

                              

                              

地区 校友 会員 地区委員 地区 校友 会員 地区委員

 布佐・布佐酉町・都 20 3  白山２丁目 19 0  

 布佐平和台1丁目 6 0  白山３丁目 25 3  大田行雄

 布佐平和台２～７丁目 26 7  飽田浩一、山本弘之  船戸 28 4  佐藤信樹

 南新木 8 1   台田 27 3  

 新木・新木野 28 0 　  久寺家 30 7  小田金由太郎

 下ヶ戸 10 0   つくし野１丁目 23 1  河野喜明、大塚紀年

 古戸・中里 11 0  小嶋豊  つくし野２丁目 19 0

 日秀 6 2  つくし野３丁目 48 7  

 中峠 22 3  海老原美宣  つくし野４丁目 7 0

 中峠台 6 1   つくし野５丁目 19 6

 都部・岡発戸 8 1   つくし野６丁目 24 2  

 湖北台１～５丁目 33 3  北見正賢、大類裕久  つくし野７丁目 18 4  大塚紀年

 湖北台６～１０丁目 32 4   並木 35 6  高谷一之

 栄 22 4  遠藤正彦  我孫子１～４丁目 109 10  池原正道

 泉 30 4  実松靖之、木全輝彦  我孫子（上記以外） 2 0

 天王台 61 6  横須賀晃  根戸 32 0 　

 東我孫子 27 6  大谷光弘  青山 4 0  

 高野山 31 3  佐々木宏三  青山台 56 9  吉田治實

 若松 36 5  西久男、村上智雅子  南青山 4 0 　

 寿 44 8  滝日明  柴崎台 26 5

 本町 5 0  渡邊俊一　　　　　  柴崎 3 1

 緑 19 1   市外(東京、松戸、柏）  5  

 白山１丁目 32 5  野口英利 合計 1,081 140

 ｢校友]は令和6年4月8日現在の早稲田大学校友会登録者  ｢会員｣は令和6年4月1日現在の我孫子稲門会登録者

地 区 別 校 友 数・会 員 数・地 区 委 員 一 覧

令
和
６
年
度
千
葉
県
稲
門
祭
報
告 

副
会
長 

山
本
弘
之
⍅
昭
51
商
⍆ 

個人情報保護の

見地から 

マスキング 

個人情報保護の

見地から 

マスキング 
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コ
ロ
ナ
禍
前
の
日
常
を
ほ
ぼ
取

り
戻
し
た
昨
今
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
前
の
交
流
に
戻
す
の

で
は
な
く
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

い
く
事
が
、
今
年
度
の
使
命
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に 

１
「
運
転
で
き
る
」
ホ
ổ
ム
ペ
ổ

ジ
の
立
ち
上
げ
。 

２ 

同
好
会
活
動
の
活
性
化
。 

３ 

垣
根
を
低
く
し
て
、ど
ん
ど
ん

新
し
い
ネ
ỿ
ト
ワ
ổ
ク
を
作
る
。 

を
目
指
し
て
い
く
端
緒
と
し
て
、

会
報
を
お
届
け
し
ま
す
。 

当
該
会
報
に
限
ら
ず
我
孫
子
稲

門
会
の
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
対
し
て

皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

  
        

我孫子稲門会事務局 
幹事長 吉田 哲 

 

 

 

個人情報保護の見地から 

マスキング 

 


